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藤田一朗 (大阪大 ･医 ･認知脳科学)
視覚物体認識に丑安な役割を果たしている下
側頭菜皮質 TE野の機能柄梁の解明を目指す研究
の一環として､TE野内における水平軸索の解剖学
的特徴を､解析している (平成8年皮より継続)0
これまで､(1)TE野内水平軸索は､主に皮質2/3
眉に､軸索終末のパッチ状史団を形成する､(2)JtEi
行性トレーサーを1カ所に注入すると､終末バッ
チが5-15カ所に現れるが､その分科ま､注入部位
を囲んで特定の方向にのびるようにゆがんでいる､
(3)そのゆがみの方向は､注入部位により異なる､
(4)TE野内の隣り合う銃域からから苑した水平軸
索の終末パッチは､投射先においてほとんど霞な
らない､(5)終末パッチの柑弧強度は､トレーサー
注入部位からの距鰍こ依存しない､(6)これら､水
平軸索の起始細胞の多くは､錐休細胞または紡錘
細胞 (すなわち興部性細胞)である､(7)ほとんど
のGABA性抑制細胞は水平方向には1ミリ以内
しか投射しない､という特徴が明らかとなった｡
一次視覚野と比較すると､上記の内､(1),(6),(7)は
共通であり､(2)-(5)は対照的である｡(2)-(5)の特徴
は､TE野の情報表現が一次視覚野のような情報パ
ラメータの連続地図 (continuousmap)ではなく不
連続地図 (patchymap)であることの解剖学的基
盤の一部をなしていると考えられる｡
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